
 

 

 

 

１．日時：平成２５年１月２４日（木）10:00～12:00 

 

２．場所：広島合同庁舎 ４号館附属棟 海技試験場 ２階会議室 

 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

                        

 

４．主な意見の概要 

 

【工事関係】 

 ○全般 

   標準点・施工体制評価点・技術評価加算点以外の加算点を設定する工事としない工事の分けの考え

方について確認したい。 

  →当項目の設定の有無は、政府調達案件か否かで、分けている。評価項目は、同種工事の工事成績等

であり、政府調達案件では設定をしていない。 

 

○徳山港湾合同庁舎建具改修工事 

対象物はいつ頃建てられたものか。 

→昭和 47 年完成となっており、41 年程度経過している。 

 

【業務関係】 

○広島港湾合同耐震改修工事監理業務 

｢業務実施方針｣の判断基準を具体的に明示したほうが良いのではないか？ 

   →審査の具体的視点を示すよう検討する。 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第１０回）開催結果の概要



日 時：平成２５年 １月２４日（木）10：00～ 

               場 所：広島合同庁舎 ４号館附属棟 海技試験場 ２階会議室 

 

平成２４年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第１０回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

 

２）審査対象工事の個別説明  

               

 【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明  

 

４）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 

 



◆第10回　総合評価審査委員会　第１部会　審査対象工事件数・・・・・・・・全6件

（１）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・・・・・5件

【簡易型】（施工体制確認型）

30～ 40～ 50～ 60～

建築 - - - 3 3
・外壁改修における施工上配慮すべき事
項に関する技術的所見

・外部建具改修における施工上配慮
すべき事項に関する技術的所見

-

電気設
備

- - - 1 1
・屋外の構内配電線路（屋外照明を含む）
における施工上配慮すべき事項に関する
技術的所見

- -

計 0 0 0 4 4

【簡易型】

30～ 40～ 50～ 60～

建築 1 - - - 1
・耐震改修における施工上配慮すべき事
項に関する技術的所見

- -

計 1 0 0 0 1

（２）評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・・1件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

鋼橋上
部

- - - 1 1

計 0 0 0 1 1

工種
加算点の合計

計 評価項目（技術的所見）

評価項目（技術提案）
計

計 評価項目（技術的所見）

【　審査対象工事一覧表　総括表　】

施工体制評価点＋加算点の合計

施工体制評価点＋加算点の合計

工種

工種



◆第10回　総合評価審査委員会　第１部会　対象工事件数・・・・・・・・全5件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

鋼橋上
部

- - - 1 1 -
・鋼桁（塗装含む）の品質・耐久性向
上に関する施工計画

-

計 0 0 0 1 1

【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

一般土
木

2 - 1 - 3 -

・覆工コンクリート及びインバートコン
クリートの品質・耐久性向上に関する
施工計画
・覆工コンクリートの品質・耐久性向上
に関する施工計画

・工事中の騒音低減に関する施工計画

PC 1 - - - 1 -
・ＰＣ上部工の品質・耐久性向上に関
する施工計画

-

計 3 0 1 0 4

工種

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

計
評価項目（技術提案）

評価項目（技術提案）施工体制評価点＋加算点の合計
計

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    



◆第１０回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【簡易型】（施工体制確認型）

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

（
回

）

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

8 ○ 下関合同庁舎外壁改修工事
本
官

建
築

Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上6階地下1階建
延べ面積　約7,768㎡
修繕一式
車庫（既存）
鉄筋コンクリート造
平屋建
延べ面積　約309㎡
修繕一式

本工事は、既
存庁舎の外壁
改修主体の工
事であるため、
「外壁改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

外壁改修に
おける施工
上配慮すべ
き事項に関
する技術的
所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

8 ○
徳山港湾合同庁舎建具改修
工事

本
官

建
築

Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階地下1階建
延べ面積　約1,864㎡
修繕一式

本工事は、既
存庁舎の外部
建具改修主体
の工事である
ため、「外部建
具改修におけ
る施工上配慮
すべき事項に
関する技術的
所見」を評価項
目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

外部建具改
修における
施工上配慮
すべき事項
に関する技
術的所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

3 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

8 ○
柳井海上保安署庁舎外壁改
修工事

本
官

建
築

Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延べ面積　約286㎡
修繕一式

本工事は、既
存庁舎の外壁
改修主体の工
事であるため、
「外壁改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

外壁改修に
おける施工
上配慮すべ
き事項に関
する技術的
所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

4 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

8 ○
広島県警察学校電気設備そ
の他改修工事

本
官

電
気
設
備

Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ

営
繕

本館（既存）
鉄筋コンクリート造
地上4階建
延べ面積　約4,969㎡
電気設備　改設一式
外

本工事は、屋
外の構内配電
線路主体の工
事であるため、
「屋外の構内配
電線路（屋外照
明を含む）にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

屋外の構内
配電線路（屋
外照明を含
む）における
施工上配慮
すべき事項
に関する技
術的所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

合
計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

04全体　第10回　総合評価審査委員会様式.xls入札前（簡易型「施工体制確認型」）2013/2/13



◆第１０回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【簡易型】

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

（
回

）

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

8 ○
尾道税務署庁舎建築その他
改修工事

本
官

建
築

B
＋
C
＋
D

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上３階建
延べ面積　約1,404㎡
修繕一式

本工事は、既
存庁舎の耐震
改修主体の工
事であるため、
「耐震改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ － ○ 30.0 0.0 30.0

耐震改修に
おける施工
上配慮すべ
き事項に関
する技術的
所見

5.0 5.0 6.0 2.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 20.0 5.0 5.0 0.0

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別 合

計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

04全体　第10回　総合評価審査委員会様式.xls入札前（簡易型「施工体制確認型ではない」）2013/2/13



◆第１０回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
東広島・呉道路馬木高架橋第
２鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

　本工事は、東広島・
呉道路のうち、広島県
東広島市西条町馬木
地内における鋼橋上
部工事である。
　工事延長　Ｌ＝226.5
ｍ
　【馬木高架橋】
　鋼４径間連続合成少
数鈑桁橋
　Ｌ＝226.5ｍ　Ｗ＝
512.6ｔ

　橋梁の構造
体として重要で
ある上部工に
ついて良好な
品質を持った
鋼構造物とす
る事が重要で
ある。

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

入札方式

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計
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◆第１０回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

(

回

)

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

④ ⑧
下関北バイパス綾羅木高架
橋鋼第２上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

Ａ
橋
梁

本工事は、一般国道
191号下関北バイパス
のうち、山口県下関市
綾羅木本町7丁目地内
の鋼橋上部工事であ
る。

鋼5径間連続非合成鈑
桁橋
L=169m　W=605t

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて良好な品
質を持った鋼
構造物とする
事が重要であ
る。

－

公
募
型
指
名
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－ ○ ○ 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

鋼桁（塗装含
む）の品質・
耐久性向上
に関する施
工計画

30.0 30.0 4.0 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 2.0 6.0 6.0 2.0 1.0 30.0
段階選
抜方式

③配置予定技術者の能力等②企業の能力等

備
　
　
考

評価内容１ 評価内容２

施工能力等技術提案

合
計

①技術提案

合
計

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

本
官
分
任
官
別

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

入札方式
総合評価
方式
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◆第１０回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

（
回

）

技
術
提
案
の
審
査

（
回

）

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

2
松江国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

5 8
仁摩温泉津道路新湯里トン
ネル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

本工事は、一般国道９
号仁摩温泉津道路の
うち、島根県大田市温
泉津町湯里地内にお
けるトンネル工事であ
る。
工事延長　Ｌ＝440ｍ
【新湯里トンネル】　Ｌ
＝299.0ｍ　内空断面
積　62.5m2

トンネルの構造
体として重要で
ある覆工コンク
リート及びイン
バートコンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
Ⅱ
型

- ○ - 60.0 30.0 15.0 15.0 30.0

覆工コンク
リート及びイ
ンバートコン
クリートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30.0 30.0 0.0 0.0 0.0

3
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

5 ⑧
東広島・呉道路乃美尾トンネ
ル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

本工事は、一般国道
375号東広島・呉道路
のうち、広島県広島市
西条町馬木～黒瀬町
宗近柳国地内におけ
るトンネル工事であ
る。
工事延長　Ｌ＝400ｍ
【乃美尾トンネル】　Ｌ
＝286.0ｍ　内空断面
積　62.9m2

トンネルの構造
体として重要で
ある覆工コンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする必要
がある。

○

公
募
型
指
名
競
争

標
準
Ⅱ
型

- ○ - 60.0 30.0 15.0 15.0 30.0

覆工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30.0 30.0 0.0 0.0 0.0
段階選
抜方式

4
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

5 8 国道２号栄橋上部撤去工事
本
官

一
般
土
木

Ｂ
改
良

本工事は、一般国道２
号栄橋のち、広島県大
竹市南栄二丁目地内
～山口県玖珂郡和木
町和木五丁目地内に
おける上部工の撤去
工事である。
工事延長L=220m
【栄橋】ＲＣゲルバーＴ
桁橋
構造物撤去工　１式

本工事区間
は、住居地域
に近接した場
所での橋梁上
部工撤去工事
であり、工事中
に発生する騒
音が与える影
響は大きい。
よって、工事中
に発生する騒
音への配慮が
重要である。

-

一
般
競
争

標
準
Ⅱ
型

- ○ ○ 85.0 30.0 15.0 15.0 55.0

工事中の騒
音低減に関
する施工計
画

30.0 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 0.0

5
福山河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

5 8
松永道路神村高架橋ＰＣ上
部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
橋
梁

　本工事は、一般国道
２号松永道路のうち、
広島県福山市神村町
地内におけるＰＣ上部
工事である。
工事延長　Ｌ＝300ｍ
【神村高架橋】　ＰＣ４
径間連続ラーメン箱桁
橋　L=232.0m

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて、良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造と
することが重要
である。

○

公
募
型
指
名
競
争

標
準
Ⅱ
型

- ○ - 60.0 30.0 15.0 15.0 30.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30.0 30.0 0.0 0.0 0.0
段階選
抜方式

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別 合

計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力
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